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事業の全体像

• 新規事業として、コロナ禍の緊急食料支援事業を前身とした仙台市支援対象児童等見守り強化事業、岩沼市ひきこもり支援事業を開始。

• 法人設立10周年を記念したシンポジウム、給付金事業を実施した。また社会福祉法人明日育福祉会を設立した。
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受益者数の推移

• 見守り強化事業等の実施により、当法人の事業に参加している受益者の数は過去最高の1,083人となった。

3

48 80
138

235
325

382

519
581

683 701 6946

13

27

35

55
75 103

120
132

12

25
30

11

11

11
13

13

13
14

80
41

30

0

200

400

600

800

1000

1200

2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

他事業

見守り

こども食堂

保育園

児童館

ふれあい広場

学習支援

1,083人



ⒸNPO Asuiku All Rights Reserved

収支の推移 （単位：千円）

• NPO法人アスイク単体では、収入が370,881千円（前年度比109.9%）となり、11期連続増収となった。
• 明日育福祉会の設立時寄付で48,962千円を拠出したが、11期連続黒字を達成した。
• （参考）明日育福祉会も含めた収入は、建設時の補助金が高額となったため、553,426千円となった。
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参考：事業の変遷
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2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度

第1フェーズ

復興支援

避難所での学習支援

仮設住宅での学習支援

みなし仮設住宅の子どもたちの居場所づくり

第2フェーズ

学習・生活
支援事業の
展開

仙台市学習・生活支援事業（2013年度太白区、2014年度青葉区、2015年度5区）

岩沼市学習・生活支援事業（2014年度モデル事業）

宮城県学習・生活支援事業（仙南圏域）

白石市学習・生活支援事業

第3フェーズ

多様な入口
の展開

フリースクール

モデル移転事業

多賀城こども食堂

塩竃アフタースクール

仙台市中途退学未然防止等事業

宮城県学習・生活支援事業（北部圏域）

宮城県こども食堂立ち上げ支援事業

イベント等
被災地子ども白書

▼
バリュー策定

▼
事務所移転

▼

2019年度

バリュー改定
▼

ふれあい広場サテライト

アスイク保育園宮城野通駅前

2020年度

アスイク保育園薬師堂前

荒井児童館

緊急食料支援×見守りプロジェクト

フードバンクプラアス

涌谷町支援対象児童等見守り強化事業（わくデリ）

新型コロナウイルス
感染拡大
▼

事務所移転
▼

明日育福祉会設立
▼

2021年度

委託事業化

仙台市支援対象児童等見守り強化事業

岩沼市ひきこもり支援事業



事業詳細
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アスイク保育園宮城野通駅前（企業主導型保育）

• 19名の定員に対して、年度末の登録園児数は19名となり、開園3年目で定員を満たすことができた。
• 利用者満足度も良好な状態である。
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保育理念 

〇多様な関係性の中で、子どもを育む。 

〇子どもの最善の利益を尊重し、改善し続ける。 

〇子どもだけではなく、家庭も支える。 

保育方針 

〇一律的なかかわりではなく、発達過程に応じた個別対応をします。 

〇子どもの安全・快適な環境づくりに努めます。 

〇子どもをありのままに受容し、自尊心の醸成に努めます。 

〇様々な人とのかかわりの中で、子どもの社会性を育みます。 

〇様々な物事への興味、感受性、表現力を育みます。 

 

■ 集計単位 ■ 領域平均 当該集計単位 全社 全社との比較 2021年3月 前回からの変化 yyyy/mm yyyy/mm

（回答者数） 11 65 11 --- ---

＜読み方の注意点＞ 職員の対応 4.9 4.6 0.3 4.7 0.2 --- ---

運営内容 4.7 4.6 0.1 4.7 0.0 --- ---

総合満足度 4.9 4.5 0.4 4.5 0.4 --- ---

■ 項目得点

領域 No. 要素 当該集計単位 全社 全社との比較 2021年3月 前回からの変化 yyyy/mm yyyy/mm

1 マナー 4.8 4.7 0.1 4.7 0.1 --- ---

2 関係構築 5.0 4.7 0.3 4.7 0.3 --- ---

3 問題解決 5.0 4.5 0.5 4.6 0.4 --- ---

4 情報発信 4.6 4.4 0.2 4.7 -0.1 --- ---

5 負担軽減 4.5 4.5 0.1 4.6 -0.1 --- ---

6 清掃整頓 4.7 4.8 -0.1 4.8 -0.1 --- ---

7 安心安全 4.8 4.7 0.1 4.6 0.2 --- ---

8 成⾧機会 4.8 4.7 0.1 4.6 0.2 --- ---

総合満足度 9 紹介意向 4.9 4.5 0.4 4.5 0.4 --- ---

運営内容

アスイク保育園 宮城野通駅前園

設問

職員のあいさつや言葉遣いなどのマナーはきちんとしていた

職員は、保護者が気軽に相談しやすい関係をつくっていた

・得点の高い低いだけを見るのではなく、数字が表している状況を考えながら読んでください。

・領域平均は、各領域に紐づく要素の得点を平均した数字です。

・各要素の得点は、回答者の回答（1～5）の平均です。3.5以上：緑、4.0以上：青、2.5以下：赤

に色付けされています。

職員の対応

この施設を知り合いの保護者にも紹介したい

この施設は、清掃や整頓が行き届いていた

この施設は、お子様が安心・安全に過ごせる環境をつくっていた

この施設は、お子様の成⾧につながる機会をつくっていた

職員は、保護者が悩みや困りごとを抱えている時に、解決策を一緒に考えてくれた

この施設は、おたよりなどを通じて有益な情報を正確・迅速に発信していた

この施設は、保護者の負担が軽くなるように配慮していた
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アスイク保育園薬師堂前（仙台市小規模認可保育）

• 12名の定員に対して、年度末の登録園児数は11名となった。
• 要支援児童の対応や地域との連携など、実績を堅実に積み上げることができた。
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保育理念 

〇多様な関係性の中で、子どもを育む。 

〇子どもの最善の利益を尊重し、改善し続ける。 

〇子どもだけではなく、家庭も支える。 

保育方針 

〇一律的なかかわりではなく、発達過程に応じた個別対応をします。 

〇子どもの安全・快適な環境づくりに努めます。 

〇子どもをありのままに受容し、自尊心の醸成に努めます。 

〇様々な人とのかかわりの中で、子どもの社会性を育みます。 

〇様々な物事への興味、感受性、表現力を育みます。 

 

■ 集計単位 ■ 領域平均
当該
集計
単位

全社
全社
との
比較

2021
年3月

前回
から
の変
化

yyyy/
mm

yyyy/
mm

アスイク保育園 薬師堂前園 （回答者数） 8 65 8 --- ---
＜読み方の注意点
＞ 職員の対応 4.6 4.6 0.0 4.3 0.3 --- ---

・得点の高い低いだけを見るのではなく、数字が表している
状況を考えながら読んでください。
・領域平均は、各領域に紐づく要素の得点を平均した数字で
す。
・各要素の得点は、回答者の回答（1～5）の平均です。3.5以
上：緑、4.0以上：青、2.5以下：赤に色付けされています。

運営内容 4.8 4.6 0.2 4.6 0.3 --- ---

総合満足度 4.5 4.5 0.0 4.4 0.1 --- ---

■ 項目得点

領域 No. 要素 設問
当該
集計
単位

全社
全社
との
比較

2021
年3月

前回
から
の変
化

yyyy/
mm

yyyy/
mm

職員の対応

1マナー 職員のあいさつや言葉遣いなどのマナーはきち
んとしていた 4.5 4.7 -0.2 4.5 0.0 --- ---

2関係構築 職員は、保護者が気軽に相談しやすい関係をつ
くっていた 4.8 4.7 0.1 4.5 0.3 --- ---

3問題解決 職員は、保護者が悩みや困りごとを抱えている
時に、解決策を一緒に考えてくれた 4.6 4.5 0.1 4.0 0.6 --- ---

運営内容

4情報発信 この施設は、おたよりなどを通じて有益な情報
を正確・迅速に発信していた 4.9 4.4 0.4 4.5 0.4 --- ---

5負担軽減 この施設は、保護者の負担が軽くなるように配
慮していた 4.6 4.5 0.2 4.1 0.5 --- ---

6清掃整頓 この施設は、清掃や整頓が行き届いていた 4.9 4.8 0.1 4.6 0.3 --- ---

7安心安全 この施設は、お子様が安心・安全に過ごせる環
境をつくっていた 4.8 4.7 0.0 4.8 0.0 --- ---

8成⾧機会 この施設は、お子様の成⾧につながる機会をつ
くっていた 4.9 4.7 0.2 4.8 0.1 --- ---

総合満足度 9紹介意向 この施設を知り合いの保護者にも紹介したい 4.5 4.5 0.0 4.4 0.1 --- ---
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アスイク保育園中田町（仙台市認可保育所）

• 幼少期から見守る地域づくりを推進するために、袋原・四郎丸エリアに認可保育所を開設。

• 財務的なメリットに加え、生活困窮家庭への手厚い支援体制を構築するために、社会福祉法人明日育福祉会を新設（今後の施設系事業拡大の可
能性も視野に）。
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仙台市荒井児童館

• 前年度に引き続き、新型コロナウイルスの感染拡大の影響によってイベント等の制限が多い中、放課後児童クラブを中心に堅実に運営を行うこ
とができた。
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・社会ではぐくむ
地域の住民や県内外の企業などと協働し、子どもたちが多様な関係の中で、さまざま
な価値観や情報に触れながら育つことができる環境づくりを大切にします。

・地域で見守る
子どもや保護者と信頼関係を築くことを通して、外からは見えにくい困り事を拾い上
げ、様々な社会資源と連携しながら支えることで、家庭が抱える課題が深刻化する前
に対応できる地域をつくります。地域の子どもたちを、乳幼児期から大人になるまで
見守る中心的な役割を担う施設になることを目指します。

・特に困難を抱える子どもの受け止めを大切にする
これまで被災、貧困、不登校、障がいなどの困難を抱える子どもたちと保護者をサポ
ートしてきたノウハウや関係機関とのネットワークを生かし、支援が必要な子ども・
家庭との関わりを特に重視します。

■ 集計単位 ■ 領域平均 当該集計単位 全社 全社との比較 2021年3月 前回からの変化 yyyy/mm yyyy/mm

（回答者数） 26 65 46 --- ---

＜読み方の注意点＞ 職員の対応 4.5 4.6 -0.1 4.5 0.0 --- ---

運営内容 4.5 4.6 -0.1 4.5 0.1 --- ---

総合満足度 4.3 4.5 -0.2 4.3 0.0 --- ---

■ 項目得点

領域 No. 要素 当該集計単位 全社 全社との比較 2021年3月 前回からの変化 yyyy/mm yyyy/mm

1 マナー 4.7 4.7 0.0 4.7 0.0 --- ---

2 関係構築 4.5 4.7 -0.2 4.5 0.1 --- ---

3 問題解決 4.3 4.5 -0.2 4.2 0.0 --- ---

4 情報発信 4.2 4.4 -0.2 4.5 -0.2 --- ---

5 負担軽減 4.4 4.5 -0.1 4.3 0.1 --- ---

6 清掃整頓 4.8 4.8 0.0 4.8 0.0 --- ---

7 安心安全 4.7 4.7 0.0 4.5 0.2 --- ---

8 成⾧機会 4.6 4.7 -0.1 4.4 0.2 --- ---

総合満足度 9 紹介意向 4.3 4.5 -0.2 4.3 0.0 --- ---この施設を知り合いの保護者にも紹介したい

運営内容

この施設は、おたよりなどを通じて有益な情報を正確・迅速に発信していた

この施設は、保護者の負担が軽くなるように配慮していた

この施設は、清掃や整頓が行き届いていた

この施設は、お子様が安心・安全に過ごせる環境をつくっていた

この施設は、お子様の成⾧につながる機会をつくっていた

荒井児童館

・得点の高い低いだけを見るのではなく、数字が表している状況を考えながら読んでください。

・領域平均は、各領域に紐づく要素の得点を平均した数字です。

・各要素の得点は、回答者の回答（1～5）の平均です。3.5以上：緑、4.0以上：青、2.5以下：赤

に色付けされています。

設問

職員の対応

職員のあいさつや言葉遣いなどのマナーはきちんとしていた

職員は、保護者が気軽に相談しやすい関係をつくっていた
職員は、保護者が悩みや困りごとを抱えている時に、解決策を一緒に考えてくれた
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仙台市学習・生活サポート事業
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• 新型コロナウイルスの感染拡大により、参加人数、出席率、休止率などへの影響があったが、概ね目標値を達成することができた。

観点 要素 指標 定義 測定方法
2021年度
目標値

実績値

アウトプット

教室運営
（量的側面）

拠点開設数 何ヶ所の拠点（教室）を開設したか --- 20ヶ所 20ヶ所
参加者数 何人の対象者が参加したか 参加者リストへの記録 300人 265人
リファー件数 何人の対象者が関係機関からのリファーにより参加したか 参加者リストへの記録 30人 23人
開催回数 延べ何回（日）の活動を行なったか 記録表による集計 1900回 1899回

教室運営
（質的側面）

出席率 子どもがどれだけ継続的に参加したか 実際の参加日/参加申込日 70% 67％
休止率 どの程度の参加者が途中で休止したか 参加者リストへの記録 25% 33％
途中退会率 どの程度の参加者が途中で退会したか 参加者リストへの記録 2.5% 0％

ボランティア
参加ボランティア数 何人のボランティアが参加したか ボランティアリストによる集計 300人 250人

研修会開催回数 ボランティア・スタッフ向けのフォローアップ研修会を何回開催したか 記録表による集計 4回 3回

体験プログラム
プログラム開催回数 体験プログラムをいくつ開催したか 記録表による集計 6回 5回
プログラム参加人数 何人の子どもがプログラムに参加したか 記録表による集計 100人 153人

保護者支援
保護者の面談件数 保護者に対して、何件の面談を行なったか 記録表による集計 800件 1436件
他機関との連携件数 関係機関と延何件の連携を行なったか 記録表による集計 178件 357件

アウトカム

学力・学歴

高校進学率 どの程度の割合が高校に進学したか
高校進学者数/参加者数（中学
3年生のみ）

100% 99％

基礎学力 参加者の基礎学力がどの程度高まったか
参加時の学力診断テストの結
果/期末時点の学力診断テスト
の結果

英語：10点
数学：10点

英語：5.0点
数学：2.2点

自尊心・意欲
学習意欲 参加したことで、学習、自己成長に対する意欲が高まったか

参加者アンケート
（肯定回答割合）

70% 82％
努力意欲 参加したことで、努力したら報われるという意識が高まったか 70% 79％

ソーシャルスキル
社会規範 参加したことで、ルールやマナーを守る意識が高まったか 70% 8１%

コミュニケーション力 参加したことで、多様な人とコミュニケーションする自信が高まったか 70% 83%

福祉依存 自立への意欲 参加したことで、経済的な自立をしようという意識が高まったか 70% 75%

文化資本 進学への意欲 参加したことで、高校に進学しようという意識が生まれたか 70% 86%
健康状態・
生活リズム

精神状態の改善 参加したことで、学校や生活の悩みが軽くなったか 70% 83%
生活習慣の改善 参加したことで、規則正しい生活ができるようになったか 70% 70%

社会への信頼 他者への信頼 参加したことで、人や社会への信頼感が高まったか 70% 88%

ロールモデル ロールモデル スタッフやボランティアなどに、目標やあこがれとなる人が見つかったか 70% 84%

保護者との関係
関係性 参加したことで、親子の関係性が良くなったか

参加者アンケート・保護者アン
ケート

参加者：70%
保護者：70%

参加者：66%
保護者：67%

将来の話し合い 参加したことで、将来について話し合う機会が増えたか
保護者アンケート

70% 75%

保護者のストレス 子育てのストレス 参加したことで、子育ての負担感が減ったか 70% 79%

満足度

存在の受容 あるがままに受容されたと感じているか 参加者アンケート 90% 93%

活動への満足度 参加してよかったと感じているか
参加者アンケート・保護者アン
ケート

参加者：90%
保護者：90%

参加者：94%
保護者：95%

サポートへの満足度 スタッフ・ボランティアは適切なかかわり方や信頼関係の構築ができたか
参加者：90%
保護者：90%

参加者：94%
保護者：85%
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仙台市中途退学等未然防止事業
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• 拠点への参加者が目標を大きく上回った。

• フードバンクプラアスとの相乗効果により、訪問支援の件数が大きくなった。

観点 要素 指標 定義 測定方法
2021年度
目標値

実績

アウトプット

教室運営
（量的側面）

拠点開設数 何ヶ所の拠点（教室）を開設したか --- 3ヶ所 3ヶ所
参加者数（拠点） 何人の対象者が参加したか 参加者リストへの記録 120人 177人
参加者数（訪問支援） 何人の対象者が参加したか 参加者リストへの記録 12人 89人
サポート参加延人数 延べ何人がサポートに参加したか 記録表による集計 2600人 2919人

教室運営
（質的側面）

途中退会率 どの程度の参加者が途中で退会したか 参加者リストへの記録 2.5% 0％

ボランティア
参加ボランティア数 何人のボランティアが参加したか

ボランティアリストによる
集計

40人 49人

研修会開催回数 ボランティア・スタッフ向けのフォローアップ研修会を何回開催したか 記録表による集計 4回 3回
体験プログ
ラム

プログラム開催回数 体験プログラムをいくつ開催したか 記録表による集計 6回 5回
プログラム参加人数 何人の子どもがプログラムに参加したか 記録表による集計 60人 53人

保護者支援
保護者の面談件数 保護者に対して、何件の面談を行なったか 記録表による集計 276件 826件
他機関との連携件数 関係機関と延何件の連携を行なったか 記録表による集計 61件 346件

アウトカム 学力・学歴
高校中退率

どの程度の割合が高校を中退したか ※学習生活サポート事業卒業生
のみ

中退者数/登録者数（高
校年代）

3% 2％

高校中退者の社会接続率
中退した高校生の何割が教育機関、就労支援機関、福祉施設等の社
会資源につながったか ※当事業への参加を含む

社会資源へのつなぎ数
/中退者数

100% 70％



ⒸNPO Asuiku All Rights Reserved

岩沼市子どもの学習・生活支援事業

• 他地域と比較しても非常に良好な結果となった。
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観点 要素 指標 定義 測定方法
2021年度
目標値

実績

アウトプット

教室運営
（量的側面）

拠点開設数 何ヶ所の拠点（教室）を開設したか --- 1ヶ所 1ヶ所
参加者数（拠点） 何人の対象者が参加したか 参加者リストへの記録 50人 44人
リファー件数 何人の対象者が関係機関からのリファーにより参加したか 参加者リストへの記録 5人 0人
参加者数（訪問支援） 何人の対象者が参加したか 参加者リストへの記録 2人 4人
開催回数 延べ何回（日）の活動を行なったか 記録表による集計 200回 190回

教室運営
（質的側面）

出席率 子どもがどれだけ継続的に参加したか 実際の参加日/参加申込日 70% 78.5％
休止率 どの程度の参加者が途中で休止したか 参加者リストへの記録 25% 16％
途中退会率 どの程度の参加者が途中で退会したか 参加者リストへの記録 2.5% 0％

ボランティア
参加ボランティア数 何人のボランティアが参加したか ボランティアリストによる集計 12人 12人

研修会開催回数 ボランティア・スタッフ向けのフォローアップ研修会を何回開催したか 記録表による集計 4回 3回
体験プログラ

ム
プログラム開催回数 体験プログラムをいくつ開催したか 記録表による集計 6プログラム 5プログラム
プログラム参加人数 何人の子どもがプログラムに参加したか 記録表による集計 25人 23人

保護者支援
保護者の面談件数 保護者に対して、何件の面談を行なったか 記録表による集計 115件 166件
他機関との連携件数 関係機関と延何件の連携を行なったか 記録表による集計 26件 29件

アウトカム

学力・学歴

高校進学率 どの程度の割合が高校に進学したか
高校進学者数/参加者数（中
学3年生のみ）

100% 100％

高校中退率 どの程度の割合が高校を中退したか
中退者数/登録者数（高校年
代）

3% 0％

高校中退者の社会接続率 中退した高校生の何割が教育機関、就労支援機関、福祉施設等の社会資源につながったか
社会資源へのつなぎ数/中退
者数

100% ---

基礎学力 参加者の基礎学力がどの程度高まったか
参加時の学力診断テストの結
果/期末時点の学力診断テス
トの結果

英語：10点
数学：10点

英語：3.5点
数学：9.6点

自尊心・意欲
学習意欲 参加したことで、学習、自己成長に対する意欲が高まったか

参加者アンケート
（肯定回答割合）

70% 86％
努力意欲 参加したことで、努力したら報われるという意識が高まったか 70% 100％

ソーシャルスキ
ル

社会規範 参加したことで、ルールやマナーを守る意識が高まったか 70% 91％
コミュニケーション力 参加したことで、多様な人とコミュニケーションする自信が高まったか 70% 95％

福祉依存 自立への意欲 参加したことで、経済的な自立をしようという意識が高まったか 70% 81％
文化資本 進学への意欲 参加したことで、高校に進学しようという意識が生まれたか 70% 86％
健康状態・
生活リズム

精神状態の改善 参加したことで、学校や生活の悩みが軽くなったか 70% 100％
生活習慣の改善 参加したことで、規則正しい生活ができるようになったか 70% 82％

社会への信頼他者への信頼 参加したことで、人や社会への信頼感が高まったか 70% 91％
ロールモデル ロールモデル スタッフやボランティアなどに、目標やあこがれとなる人が見つかったか 70% 86％

保護者との関
係

関係性 参加したことで、親子の関係性が良くなったか
参加者アンケート・保護者ア
ンケート

参加者：70%
保護者：70%

参加者：88%
保護者：78%

将来の話し合い 参加したことで、将来について話し合う機会が増えたか
保護者アンケート

70% 68％
保護者のストレ

ス
子育てのストレス 参加したことで、子育ての負担感が減ったか 70% 63％

満足度

存在の受容 あるがままに受容されたと感じているか 参加者アンケート 90% 100％

活動への満足度 参加してよかったと感じているか
参加者アンケート・保護者ア
ンケート

参加者：90%
保護者：90%

参加者：100％
保護者：100％

サポートへの満足度 スタッフ・ボランティアは適切なかかわり方や信頼関係の構築ができたか
参加者：90%
保護者：90%

参加者：100％
保護者：94％
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宮城県子どもの学習・生活支援事業（南部・北部）
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• 概ね目標ラインに近い結果となった。

観点 要素 指標 定義 測定方法 目標値 実績

アウトプット

教室運営
（量的側面）

拠点開設数 何ヶ所の拠点（教室）を開設したか --- 11ヶ所 11ヶ所
参加者数（拠点） 何人の対象者が参加したか 参加者リストへの記録 198人 178人
リファー件数 何人の対象者が関係機関からのリファーにより参加したか 参加者リストへの記録 19人 2人
参加者数（訪問支援） 何人の対象者が参加したか 参加者リストへの記録 10人 32人
開催回数 延べ何回（日）の活動を行なったか 記録表による集計 400回 554回

教室運営
（質的側面）

出席率 子どもがどれだけ継続的に参加したか 実際の参加日/参加申込日 70% 69％

休止率 どの程度の参加者が途中で休止したか 参加者リストへの記録 25% 30％
途中退会率 どの程度の参加者が途中で退会したか 参加者リストへの記録 2.5% 2％

ボランティア
参加ボランティア数 何人のボランティアが参加したか

ボランティアリストによる集
計

33人 52人

研修会開催回数 ボランティア・スタッフ向けのフォローアップ研修会を何回開催したか 記録表による集計 4回 3回
体験プログラ

ム
プログラム開催回数 体験プログラムをいくつ開催したか 記録表による集計 6回 5回
プログラム参加人数 何人の子どもがプログラムに参加したか 記録表による集計 90人 43人

保護者支援
保護者の面談件数 保護者に対して、何件の面談を行なったか 記録表による集計 455件 1109件
他機関との連携件数 関係機関と延何件の連携を行なったか 記録表による集計 101件 222件

アウトカム

学力・学歴

高校進学率 どの程度の割合が高校に進学したか
高校進学者数/参加者数
（中学3年生のみ）

100% 97％

高校中退率 どの程度の割合が高校を中退したか
中退者数/登録者数（高校
年代）

3% 1％

高校中退者の社会接続率 中退した高校生の何割が教育機関、就労支援機関、福祉施設等の社会資源につながったか
社会資源へのつなぎ数/中
退者数

100% 0％

基礎学力 参加者の基礎学力がどの程度高まったか
参加時の学力診断テストの
結果/期末時点の学力診断
テストの結果

英語：10点
数学：10点

英語：2.6点
数学：2.6点

自尊心・意欲
学習意欲 参加したことで、学習、自己成長に対する意欲が高まったか

参加者アンケート
（肯定回答割合）

70% 70％
努力意欲 参加したことで、努力したら報われるという意識が高まったか 70% 76％

ソーシャルス
キル

社会規範 参加したことで、ルールやマナーを守る意識が高まったか 70% 75％
コミュニケーション力 参加したことで、多様な人とコミュニケーションする自信が高まったか 70% 68％

福祉依存 自立への意欲 参加したことで、経済的な自立をしようという意識が高まったか 70% 70％
文化資本 進学への意欲 参加したことで、高校に進学しようという意識が生まれたか 70% 74％
健康状態・
生活リズム

精神状態の改善 参加したことで、学校や生活の悩みが軽くなったか 70% 70％
生活習慣の改善 参加したことで、規則正しい生活ができるようになったか 70% 71％

社会への信頼他者への信頼 参加したことで、人や社会への信頼感が高まったか 70% 67％

ロールモデルロールモデル スタッフやボランティアなどに、目標やあこがれとなる人が見つかったか 70% 72％

保護者との関
係

関係性 参加したことで、親子の関係性が良くなったか
参加者アンケート・保護者ア
ンケート

参加者：70%
保護者：70%

参加者：56％
参加者：65％

将来の話し合い 参加したことで、将来について話し合う機会が増えたか
保護者アンケート

70% 62％
保護者のスト

レス
子育てのストレス 参加したことで、子育ての負担感が減ったか 70% 75％

満足度

存在の受容 あるがままに受容されたと感じているか 参加者アンケート 90% 90％

活動への満足度 参加してよかったと感じているか
参加者アンケート・保護者ア
ンケート

参加者：90%
保護者：90%

参加者：97％
保護者：91％

サポートへの満足度 スタッフ・ボランティアは適切なかかわり方や信頼関係の構築ができたか
参加者：90%
保護者：90%

参加者：98％
保護者：79％
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白石市子どもの学習等支援事業

• 新規の利用者が入らなかったことやコロナによる会場変更などが影響し、出席率・休止率やアンケート結果が数字上目標値を下回った。
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観点 要素 指標 定義 測定方法
2021年度
目標値

実績

アウトプット

教室運営
（量的側面）

拠点開設数 何ヶ所の拠点（教室）を開設したか --- 1ヶ所 1ヶ所
参加者数（拠点） 何人の対象者が参加したか 参加者リストへの記録 20人 30人
リファー件数 何人の対象者が関係機関からのリファーにより参加したか 参加者リストへの記録 2人 0人
参加者数（訪問支援） 何人の対象者が参加したか 参加者リストへの記録 --- ---
開催回数 延べ何回（日）の活動を行なったか 記録表による集計 100回 96回

教室運営
（質的側面）

出席率 子どもがどれだけ継続的に参加したか 実際の参加日/参加申込日 70% 51.6％
休止率 どの程度の参加者が途中で休止したか 参加者リストへの記録 25% 44％
途中退会率 どの程度の参加者が途中で退会したか 参加者リストへの記録 2.5% 0％

ボランティア
参加ボランティア数 何人のボランティアが参加したか

ボランティアリストによる集
計

6人 7人

研修会開催回数 ボランティア・スタッフ向けのフォローアップ研修会を何回開催したか 記録表による集計 4回 3回
体験プログラ

ム
プログラム開催回数 体験プログラムをいくつ開催したか 記録表による集計 6プログラム 5プログラム
プログラム参加人数 何人の子どもがプログラムに参加したか 記録表による集計 10人 5人

保護者支援
保護者の面談件数 保護者に対して、何件の面談を行なったか 記録表による集計 46件 148件
他機関との連携件数 関係機関と延何件の連携を行なったか 記録表による集計 10件 17件

アウトカム

学力・学歴

高校進学率 どの程度の割合が高校に進学したか
高校進学者数/参加者数
（中学3年生のみ）

100% 100％

高校中退率 どの程度の割合が高校を中退したか
中退者数/登録者数（高校
年代）

3% 0％

高校中退者の社会接続率
中退した高校生の何割が教育機関、就労支援機関、福祉施設等の社会資源につな
がったか

社会資源へのつなぎ数/中
退者数

100% ---

基礎学力 参加者の基礎学力がどの程度高まったか
参加時の学力診断テストの
結果/期末時点の学力診断
テストの結果

英語：10点
数学：10点

英語：4.0点
数学：-7.0点

自尊心・意欲
学習意欲 参加したことで、学習、自己成長に対する意欲が高まったか

参加者アンケート
（肯定回答割合）

70% 28％
努力意欲 参加したことで、努力したら報われるという意識が高まったか 70% 14％

ソーシャルス
キル

社会規範 参加したことで、ルールやマナーを守る意識が高まったか 70% 43％
コミュニケーション力 参加したことで、多様な人とコミュニケーションする自信が高まったか 70% 58％

福祉依存 自立への意欲 参加したことで、経済的な自立をしようという意識が高まったか 70% 43％
文化資本 進学への意欲 参加したことで、高校に進学しようという意識が生まれたか 70% 29％

健康状態・
生活リズム

精神状態の改善 参加したことで、学校や生活の悩みが軽くなったか 70% 0％
生活習慣の改善 参加したことで、規則正しい生活ができるようになったか 70% 40％

社会への信頼他者への信頼 参加したことで、人や社会への信頼感が高まったか 70% 57％
ロールモデルロールモデル スタッフやボランティアなどに、目標やあこがれとなる人が見つかったか 70% 29％

保護者との関
係

関係性 参加したことで、親子の関係性が良くなったか
参加者アンケート・保護者ア
ンケート

参加者：70%
保護者：70%

参加者：32％
保護者：50％

将来の話し合い 参加したことで、将来について話し合う機会が増えたか
保護者アンケート

70% 55%
保護者のスト

レス
子育てのストレス 参加したことで、子育ての負担感が減ったか 70% 44％

満足度

存在の受容 あるがままに受容されたと感じているか 参加者アンケート 90% 57％

活動への満足度 参加してよかったと感じているか
参加者アンケート・保護者ア
ンケート

参加者：90%
保護者：90%

参加者：86％
保護者：88％

サポートへの満足度 スタッフ・ボランティアは適切なかかわり方や信頼関係の構築ができたか
参加者：90%
保護者：90%

参加者：71％
保護者：55％
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オンライン学習支援
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• 試験的に運用しているオンライン学習支援は、徐々に利用者が増加しており、一定の需要、効果があることが確認された。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

エリア
登録
者数

延利
用者
数

登録
者数

延利
用者
数

登録
者数

延利
用者
数

登録
者数

延利
用者
数

登録
者数

延利
用者
数

登録
者数

延利
用者
数

登録
者数

延利
用者
数

登録
者数

延利
用者
数

登録
者数

延利
用者
数

登録
者数

延利
用者
数

登録
者数

延利
用者
数

登録
者数

延利
用者
数

青葉区 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3 2 9 2 7

太白区 2 17 2 13 2 18 2 13 3 15 3 19 3 19 3 13 3 18 3 16 3 12 3 19

若林区 1 4 1 4 1 3 1 4 1 4 1 4 1 3 1 3 1 2 1 0 0 0 0 0

宮城野区 0 0 1 3 2 5 2 1 2 4 2 4 2 3 2 4 2 4 1 2 1 4 1 4

泉区 0 0 0 0 0 0 1 2 1 2 2 7 2 6 2 6 2 6 2 4 1 3 1 2

仙台市合計 3 21 4 20 5 26 6 20 7 25 8 34 8 31 8 26 8 30 8 25 7 28 7 32

北部 1 7 1 4 1 5 1 4 1 4 1 6 1 8 1 7 1 4 1 6 2 3 2 3

仙南 3 8 1 5 1 7 1 7 2 9 2 12 2 13 2 10 2 9 3 10 5 15 6 25

宮城黒川 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 2 3 3 3 1 3 4 3 3 2 3 2 1

宮城県合計 5 15 3 9 3 12 3 11 4 13 4 20 6 24 6 18 6 17 7 19 9 21 10 29

岩沼 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

白石 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 8 36 7 29 8 38 9 31 11 38 12 54 14 55 14 44 14 47 15 44 16 49 17 61
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ふれあい広場サテライト

• 2019年度からの試験的な協働を経て、今年度より仙台市の委託事業として運営を開始した。
• コロナ禍での開催となったが、登録者数は過去最高の103人となっただけでなく、利用者アンケートや参加後の変化も良好な結果となった。

17

年度末アンケート結果実施概要

• 内容：
不登校・中退などの子どもたちの居場所運営（生活習慣を
整えるサポート、社会性を身に付けるサポート、キャリア
を考えるサポート）

• 場所/曜日：
榴岡/火・木、長町/水・金、泉中央/水・金

• 対象：小学生から概ね20歳程度

登録者数・各拠点1日当たり利用者数の推移

登録者の参加後の状態



ⒸNPO Asuiku All Rights Reserved

岩沼市ひきこもり対策推進事業（ハッチいわぬま）

実施内容 指標 詳細 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

個別相談

相談件数（新規）
合計 0 0 0 4 0 0 1 2 1 2 1 2 13
本人 1 1 1 1 0 4
家族のみ 3 2 1 1 2 9

相談経路（新規）
本人 0 0 0 1 0 0 0 1
家族 1 2 1 1 5
関係機関 2 1 2 1 1 7

相談件数：本人
（延数）

合計 0 0 0 2 5 0 1 1 1 2 0 0 12
対面 1 3 1 1 1 7
電話 0
メール 1 1
LINE 1 2 1 4

相談件数：その
他（延数）

合計 0 0 0 3 5 3 3 6 5 3 5 4 37
対面 2 3 1 2 1 1 1 1 12
電話 1 1 1 3 3 2 2 3 16
メール 0
LINE 2 2 1 1 1 2 9

アウトリーチ
対応件数

新規 1 0 0 1 0 1 0 1 0 1 1 1 7
実数 1 0 0 1 0 1 1 1 0 1 2 3 11
延数 1 0 0 1 0 1 1 1 0 2 5 5 17

居場所等への
移行件数

--- 2 2 4

家族のつどい
実施回数 --- 0 0 0 1 1 0 1 1 1 1 1 1 8

参加者数
新規 0 0 0 0 1 1 0 1 0 3
延数 0 0 0 0 1 1 0 3 1 6

居場所

開催回数 --- 0 0 5 12 12 13 13 13 13 12 11 13 117

参加者数
実数 0 0 3 3 4 4 4 5 3 6 8
延数 0 0 7 12 19 13 21 13 12 24 121

イベント参加者
実数 0 0 0 0 1 0 3 0 0 1 3
延数 1 5 1 7

その他 社会への接続

合計 5 5
制度（障害福祉・生活保護等） 0 0
社会参加（ボランティア・就労等） 1 1
その他 4 418

• 今年度より新たに岩沼市と協働して事業を開始した。

• 初年度にもかかわらず、一定数の対象者とつながることができ、当事業を通して社会につながった事例も5件生まれた。
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涌谷町支援対象児童等見守り強化事業（わくデリ）

19

• 涌谷町子育て支援室と協働し、要対協のケースを中心とした要保護児童に対して、食品提供を通したアウトリーチを実施。

• 20世帯に延422件の訪問を実施し、保健師と連携しながら見守りを実施。学習・生活支援事業につながったケースも複数あった。

対

象

世

帯

児

童

実

数

延

訪

問

件

数

延

児

童

数

延

訪

問

件

数

延

児

童

数

延

訪

問

件

数

延

児

童

数

延

訪

問

件

数

延

児

童

数

延

訪

問

件

数

延

児

童

数

延

訪

問

件

数

延

児

童

数

延

訪

問

件

数

延

児

童

数

延

訪

問

件

数

延

児

童

数

延

訪

問

件

数

延

児

童

数

延

訪

問

件

数

延

児

童

数

延

訪

問

件

数

延

児

童

数

延

訪

問

件

数

延

児

童

数

延

訪

問

件

数

延

児

童

数

1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 3 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 3 26 26

2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 3 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 3 26 26

3 1 2 2 2 2 2 2 2 2 3 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 3 26 26

4 4 3 12 2 8 2 8 3 12 2 8 2 8 2 8 2 8 2 8 1 4 2 8 2 8 25 100

5 3 3 9 2 6 2 6 2 6 2 6 2 6 3 9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 16 48

6 2 2 4 2 4 2 4 3 6 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4 25 50

7 3 2 6 2 6 2 6 3 9 2 6 2 6 2 6 2 6 1 3 2 6 2 6 2 6 24 72

8 1 2 2 2 2 2 2 2 2 3 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 3 26 26

9 1 2 2 2 2 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 3 1 1 3 3 2 2 24 24

10 3 2 6 2 6 2 6 2 6 2 6 2 6 3 9 2 6 2 6 2 6 2 6 2 6 25 75

11 2 2 4 2 4 2 4 3 6 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4 25 50

12 3 3 9 2 6 2 6 2 6 2 6 2 6 3 9 2 6 2 6 2 6 2 6 2 6 26 78

13 2 2 4 2 4 2 4 2 4 3 6 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4 1 2 0 0 22 44

14 2 2 4 2 4 2 4 3 6 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4 25 50

15 1 3 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 26 26

16 2 3 9 2 6 2 5 2 4 2 4 2 4 3 6 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4 26 58

17 2 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4 1 2 2 4 19 38

18 2 1 2 2 4 3 6

19 2 1 2 3 6 4 8

20 1 3 3 3 3

合

計
39 37 80 32 66 33 68 39 81 39 74 34 68 39 80 32 62 32 60 30 57 33 63 42 75 422 834

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
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仙台市支援対象児童等見守り強化事業

20

• 新規事業として、仙台市と協働し、要保護児童等に対する宅食を通した見守り事業を開始。

• リスクの高い家庭に対する見守り効果の必要性が確認されたため、当初の長期休業期間中の訪問から年間を通しての訪問にシフトした結果、利
用者数は目標を下回ったが、見守りやつなぎの効果を実証でき、利用者のアンケート結果も良好だった。

観点 要素 指標 定義 測定方法 目標値 実績

アウトプット 量的要素
利用者実数 当事業を利用した世帯数、児童数 記録表による集計 100世帯 60世帯

延訪問支援数 当事業により訪問を行った延件数 記録表による集計 700件 528件

アウトカム

自治体の
視点

発見
養育上の課題を抱えていながら、周囲から気づかれていな
い家庭の発見効果がどの程度あったか

事例記述、該当事例
のカウント

--- 9件

情報収集
関係機関が把握していない生活状況等の情報を把握する
効果がどの程度あったか

事例記述、該当事例
のカウント

--- 27件

安全確認
虐待や自殺企図等のリスクの高い世帯の見守り効果がど
の程度あったか

事例記述、該当事例
のカウント

--- 24件

つなぎ
様々な支援を必要としながらも、何らかの事情によってつな
がっていない家庭に対する支援制度・機関へのつなぎの効
果がどの程度あったか

事例記述、該当事例
のカウント

--- 13件

保護者の
視点

経済的負担の軽減 家計のやりくりが楽になったか
保護者アンケート（肯
定回答割合）

70% 100%

精神的負担の軽減 子育ての悩みが軽くなったか
保護者アンケート（肯
定回答割合）

70% 87%

生活上の課題の改善 生活の問題が軽くなったか
保護者アンケート（肯
定回答割合）

70% 85%

必要な社会資源へのつなぎ
自分が必要とする支援制度や相談機関などにつながること
ができたか

保護者アンケート（肯
定回答割合）

70% 72%

満足度

支援員の対応 支援員はマナー・礼儀がきちんとしていたか
保護者アンケート（肯
定回答割合）

90% 97%

支援員の対応 支援員は保護者の悩みを受容していたか
保護者アンケート（肯
定回答割合）

90% 97%

継続希望 この事業を続ける場合継続して利用したいと思うか
保護者アンケート（肯
定回答割合）

90% 100%
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フードバンクプラアス
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
受け入
れ件数

食品 2 4 9 4 3 4 13 4 9 5 5 0
その他 0 1 5 2 1 1 0 1 2 1 0 2
合計 2 5 14 6 4 5 13 5 11 6 5 2 69

利用件
数

食品 0 3 4 2 0 2 3 1 5 4 30 0
その他 0 0 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0
合計 0 3 6 2 0 3 3 1 5 4 30 0 57

訪問件
数

仙台 6 7 6 5 6 7 6 6 6 6 6 0
高サポ 6 6 6 7 6 6 7 6 6 6 6 0
北部 3 3 3 3 6 3 3 3 3 3 3 0
南部 2 2 3 3 3 1 2 2 2 1 2 0
岩沼 １ 2 1 1 1 3 1 1 2 3 1 0
白石 2 2 2 2 2 2 3 3 2 2 2 0
その他 0 0 0 3 7 2 2 63 24 1 0 0
訪問
以外

2 5 1 0 0 1 4 0 12 1 10 121

合計 22 27 22 24 31 25 28 84 57 23 30 121 494

• 個人や自治体などを中心に食品寄付を受け入れ、延494世帯に訪問による食品提供、相談支援を行なった。
• 家庭に提供した食品は、現物寄付だけでなく、現金寄付を活用して購入したものも活用している。
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10周年記念シンポジウム・新生活応援給付金

• 10周年記念事業として、社会と当事者がつながる場をつくるためにシンポジウムを開催した。
• 具体的な市民参加の方法の一つとして、新生活応援給付金を実施した。
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その他
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• 多賀城こども食堂は新型コロナウイルス感染予防のため、前年度につづき、食品の提供に活動内容を変更して継続。

• 桐沢洋氏より、生前贈与寄付を託していただき「桐沢洋教育福祉基金」を開設した。
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その他

• 労務環境の改善、業務の効率化等を目的に、本部事務所を移転、南部事務所を設置した。
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講演・講師・執筆・委員の実績、メディアでの紹介

講演・講師

 青年会議所記念イベント講演（大橋）

 東北福祉大学キャリアセンター講師（大橋）

 ジブラルタ生命講師（大橋）

 電通「未来を語らNight」講演（大橋）

 河北新報インターンシップ講師（大橋）

 宮城野区社会福祉協議会 地域のボランティア育成講座（稲村）

 宮城県社会福祉協議会コミュニティソーシャルワーク実践研修（吉田）

委員・執筆等

 仙台市発達障害支援地域協議会 臨時委員（伊藤）

 仙台大志高等学校いじめ調査委員会 派遣委員（高橋良）

 宮城県子ども・子育て委員（大橋）

メディア

 NHK（4月13日） ヤングケアラーに関するインタビュー

 朝日新聞（4月27日） 震災10年、そして

 NHKてれまさむね（5月12日） 後藤夏鈴インタビュー

 NHK特設サイト（6月3日） ヤングケアラーの紹介

 FMいわぬま（6月18日） ハッチいわぬまの紹介

 KHB東日本放送「チャージ！」（7月20日） ヤングケアラー

 河北新報（7月31日） 「コロナ後の仙台市政への提言」

 河北新報（8月17日） ハッチいわぬまの紹介

 河北新報（9月13日） 次世代塾

 ラジオ3（10月8日） 開局25周年特別企画「250人の声」

 河北新報次世代塾講師（大橋）

 東北大学経済学部講師（大橋）

 児童館全国大会話題提供（大橋）

 北部虐待防止シンポジウム講師（大橋・千葉）

 仙台市子育て環境充実調査特別委員会（大橋）

 全国子ども貧困・教育支援団体協議会オンラインイベント講師（大橋）

 男女共同参画財団「女子のためのほっとスペース」相談員派遣（吉田）

 ラジオ3（10月8日） 開局25周年特別企画「250人の声」

 朝日新聞（10月15日） 不登校について

 ミヤギテレビ（10月29日） ふれあい広場サテライト

 KHB東日本放送（11月3日） ふれあい広場サテライト

 河北新報（11月4日） 「子どものたより場応援プロジェクト」

 Money Theory（11月25日） 寄付にお勧めの団体

 河北新報（1月8日） 10周年記念シンポジウム

 河北新報こども新聞（1月18日） SDGｓ特集

 朝日新聞（1月21日） 新生活応援給付金クラウドファンディング

 しらべえ（3月9日） 内閣府「子供の未来応援国民運動」活動団体

 河北新報（3月11日） 3.11特集記事


